
これからの研究の方針

いくつかの記号についてはこれまでの研究の概要を参照のこと.

1. Laguerre型の重みに関する Lagrangeの補間多項式: R+ := [0,∞)上の重み wρ と連続

関数 f について, 重み wρ∗ についての Lagrange の補間多項式 L∗
n,ρ∗(f) が重み wρ に関し

て f に収束する, 即ち
lim
n→∞

∥(L∗
n,ρ∗(f)− f)wρ∥Lp(R+) = 0 (C)

が成立する条件を求める. これまで p = 2および 1 < p < 2場合に成立する条件を既に示す

ことが出来た. 一方で, 2 < p < ∞の場合, 重み Φ∗(1/2−1/p)+(x)wρ(x)について (C)に準ず

る結果を得た. これらに関しては p = 2, 1 < p < 2, 2 < pの証明の仕方が異なっており, そ

れに伴って条件もそれぞれの場合で異なっている. とくに 2 < pの場合はさらに煩雑になっ

ており, 各条件の pについての連続性が不明である. さらにこれらの収束で nを止めたとき

の誤差の評価も今後の重要な課題である.

半空間 R+ := [0,∞)の解析は x = t2 と変数変換することで, R+ から Rにおける F(C2+)

に関する解析を経由することが手法である. Rにおける重み付きの Lagrangeの補間多項式

の理論の深化させることが R+ の問題の解決に繋がるであろう.

2. de la Vallée Poussin平均: 現在のところ, 評価

∥(f − vn(f))w∥Lp(R) ≤ CT 1/4(an)Ep,n(w; f). (A)

が精密なものであるか否かは不明である. T の次数をより下げられる可能性はある. さらに

Erdős型重みに付いた増大度の条件 T (an) ≤ c (n/an)
2/3 も何らかの形で弱められる可能性

もあるが, 未だそこには至っていない.

また, これまでに de la Vallée Poussin 平均の微分の Lp 有界性を以下の形で示している:

w は F(C2+) のより滑らかな部分集合 Fλ(C
4+) とする. T (2j+1)/4fw ∈ Lp(R) のとき

2 ≤ p ≤ ∞について

∥vn(f)(j)w∥Lp(R) ≤ C

(
n

an

)j

∥T (2j+1)/4fw∥Lp(R) (B)

1 ≤ p ≤ 2について

∥vn(f)(j)w∥Lp(R) ≤ C

(
n

an

)j

a(2−p)/2p
n ∥T (2j+1)/4fw∥L2(R)

が任意の 1 ≤ j ≤ k 及び n ∈ Nについて成り立つ. de la Vallée Poussin平均の Lp 有界性

を証明する際に L1 の双対定理と Riesz-Thorinの補間定理を用いたが, 微分の場合は T の

非有界性のために L1 ノルムの双対定理を利用できない. 現在は (B)が 1 ≤ p ≤ 2の場合に

成立するかは不明である. T の非有界性による評価の困難を解消する新たな方法を見付ける

ことが解決の糸口となるだろう.

さらに, 上述したように R上の解析を経由することによる R+ 上の解析の手段を得たので,

この手法を用いて R+ 上の de la Vallée Poussin平均の収束について調べることも新たな課

題である. R+ 上の多項式近似についての研究は, 大元である Laguerre多項式の理論の一般

化であり, 応用上重要な分野の一つである.


